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53年11月に町の花嫁銀行が再発足して以来� 1年� 

3か月目にようやくホ初カ ップlレ、、が誕生しました� 町民のうごき
この花嫁銀行は，各地区に委嘱しである相談員き� 

んにお願いして，農村の花嫁，花婿不足を一刻も早

世帯数� 1，947 男� 4，055 
人口�  8，179 女� 4，124

昭相55年� 2月l日現在

男女計
〈解消してもらおうと再発足をしたものの，話がな 出生� 8 6 14 

かなかまとまらなかっただけに，関係者の聞では大� 転入� 6 17 23 

喜び。この後すでに第� 2号のカップル誕生も決定し
転出� 12 14 26 

ており ，低迷を続けていた花嫁銀行は，明るい見通

しが得られそうです。� 

2月20日に，めでたく第� l号のカ ップルになられ

たのは，新居洋美さん(坂本)と添木重幸さん(小� 

松島市)のお� 2人。

' この日，桜木町長からは，記念の品と県からの記念、， 
品もあわせてお贈りし� 2人の門出を祝福しました。

広報かつうら� 3月号=117・昭和55年� 3月� 1日発行J編集と発行勝浦町総務課 でんわ(p 2)-2511(代)，8854'

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
第二号のカップルももうすぐ花嫁銀行に初カップル誕生

MUS04
テキストボックス
町民のうごき
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盛
況
の
パ
ザ
|

3
。

O
u
h

O

レ
ベ
ル
の
高
い
迫
力
あ
る
作
品
が
多
数


春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

二
月
二
十
九
日 
1
三
月
十
三
日

何
年
間
た
ば
こ
が
ト
ッ
プ

出
火
原
因
の
七
六 

ま
で
が
、
わ

三
、 

二
七
件
も
地
え
て
い
ま
す
。


た
し
た
ち
自
身
の
ち
ょ

っ
と
し
た
不


注
意
、
つ
ま
り
火
の
不
始
末
に
よ
る


も
の
で
す
。
そ
の
出
火
原
凶
の
ナ
ン


バ
ー
ワ
ン
は
、
今
年
も
や
は
り
た
ば


こ
で
、
九
、
九
二 

件
全
火
災
の
一


四
・
一

行
。
こ
れ
で
昭
和
三
十
五
年


以
来
、
十
八
年
間
連
続
し
て
、
た
ば


こ
は
出
火
原
因
の
ト
ソ
プ
の
座
に
あ


り
ま
す
。
愛
煙
家
の
み
な
さ
ん
に
と


っ
て
は
、

他
人 
4
で
は
あ
り
ま
せ
ん


た
ば
こ
に
次
い
で
二
議
目
に
多
い

の
は
、
「
た
き
火
」
の
九
、
八
七
七
件

で
一
凶
れ
、
一二
番
目
が

「
了
供
の
火

遊
び
」
六
、
三
三
瓦
件
の
九 
Mh

と
な

競
争
入
札
参
加

資
格
の
申
請
を

昭
和
五
十
五
年
度
に
勝
浦
町
が

発
注
す
る
建
設
工
事
の
入
札
に
参

加
し
た
い
か
た
は
、
競
争
入
札
参

加
資
格
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
鮪
替
用
紙
は
、
役
場
建
設
課

に
あ
り
ま
す
。

〈締
切
り
期
限
〉
三
月
三
十
一
日

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
出
火
原
因
の
順
位
は
、
例
年

と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、 
γ
五
十
三
年
の

特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は

「
た

き
火
」
の
不
始
末
に
よ
る
火
災
が
急

崩
し
た
こ
と
で
、
前
の
年
に
比
べ
て

第
五
園
芸
術
作
品
の
展
示
会
が
二

月
十
六
日
・
十
七
日
の
二
日
間
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
展
示
会
に
は
、
社
会
総
合
大

学
の
習
字
学
級
と
盤
絵
教
室
の
受
講

生
か
ら
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
ひ

ろ
う
し
た
作
口
聞
の
ほ
か
、
写
真

・
魚

拓

・
絵
画

・
手
芸

・
生
花
な
ど
自
慢

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
展
示
会
計
併
せ
て
会
場

で
は
「
わ
が
家
の
自
慢
料
理
コ
ン
ク

ー
ル
」
も
行
わ
れ
、
町
内
の
婦
人
が

腕
に
よ
り
を
か
け
た
料
理
四
十
五
点

が
出
品
さ
れ
、
味
自
慢

・
腕
自
慢
を

競
い
ま
し
た
。

ま
た
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
、
資
源
の
利
用

・
再
生
し

た
婦
人
会
に
よ
る
リ
フ
ォ

ー
ム
展
や

不
用
品
交
換
即
売
会
、
ま
た
、
た
こ

焼
・
す
し

・
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
の
バ
ザ

ー
に
も
人
気
が
集
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
わ
が
家
の
自
慢
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
、
リ
フ
ォ
ー
ム
展
の
入
賞
者

は
次
の
か
だ
が
た
で
す
。

優

良

賞

ア
イ
テ
ア
賞

努

力

賞

会

長

賞

木

原

保

枝 
(
棚

鶴
岡
ツ
ヤ
子
(久

古
井
ト
シ
子
(
中

福

良

文

子

(生

大
久
保
幸
子
(
今

山名角国野

わ
が
家
の
自
慢
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

優

秀

賞

湯

浅

弘

子 

(
棚

野 

)

前
回
チ
エ
子
(
叩
川
崎 
)

優

良

質

谷

神

美

代 

(
棚

針

)

d

滝
口
久
子
(
皐
谷
)

ア 
亨

貨

今

阿

ハ

ツ

ミ

(

今

山

)

樫
原
百
合
子 
(
中

山

)

努
力
賞
中
原
柏
崎
子
(
与
川
内
)

生
木
容
チ
(
沼
江
)

谷
サ
キ
子
(
坂
本
)

岡

本

君

子

(
黒
岩
)

大
西
一
美
(
横
瀬
)

リ
フ
ォ
ー
ム
展

最
優
秀
賞
大
西
キ
ヨ
子
(
石

原、

-

駐

在

所

だ

よ

り

|

改当 四 金 九 は げ毎
定り月を年、を年県 し
さ七ーすか公行し下
せ 百日えら共 つ 尿の 尿

四半ヰく
豆金み
邑を耳又
:tt.改り
昌定

て五か自立現性てく各
い十らい在をいみ市
た 円百てま考ま 取 町
だ か八きでえす り 村
きら十まの、が料に
ま 九�  !'!し五 日召 、金お
す百 二 た年和本のい
。円 二入が 間四町{直て

に� g ‘料十で上問

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
芸術作品の展示会
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保険者証検認の日程表 国民健康保険者証 横
認
し
な
け
れ
ば
使
え
ま
せ
ん

百
七
十
円
に
引
き

現
在
使

っ
て
い
る
被

程
に
よ
り
係
貝
が
各
地
区
に
出
向
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

保
険
者
証
(
賞
色
)
は

検
認
を
行
い
ま
す
か
ら
、
必
ず
済
ま

老
後
の
生
活
の

三
月
三
十

一
日
で
有
効

せ
て
く
だ
さ
い
。

支
え
と
な
る
国
民

期
限
が
満
了
し
ま
す
。

な
お
、
被
保
険
者
の
か
た
で
異
動 

年
金
は
、
そ
の
値

し
た
が

っ
て
四
月

一
日

(
出
生
・
死
亡
・
転
入

・
転
出

・
転

打
ち
が
下
が
ら
な

以
降
は
、
検
認
済
の
被

居

・
世
帯
主
変
更
・
社
会
保
険
に
加

い
よ
う
に
、
物
価

保
険
者
証
で
な
け
れ
ば

入
・

脱
退
)
が
あ
る
と
き
は
、
役
場

の
変
動
に
応
じ
て

治
療
は
受
け
ら
れ
ま
せ

窓
口
ま
で
印
鑑
を
持
っ
て
届
け
で
を

年
金
額
の
ス
ラ
イ

ん
。

し
て
く
だ
さ
い
。 

ド
を
行
う
な
ど
、

つ
い
て
は
、
次
の
日

毎
年
の
よ
う
に
給


付
額
の
改
善
が
行 

い
ま
す
。


住
民
税
の
申
告
は

三
月
十
五
日
ま
で

町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た
で
、

日
ま
で
に
所
得
の
あ
っ
た
人
は
、
必

昨
年
一
月

一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一

ら
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

四
月
か
ら
、
国

民
年
金
の
保
険
料

が
一
か
月
三
千
七

国
民
年
金
制
度
が
、
長
期
間
に
わ

た
っ
て
健
全
に
維
持
さ
れ
る
た
め
に

は
、
年
金
額
の
ア

ッ
プ
な
ど
に
と
も

な
ゥ
て
、
払
い
込
む
保
険
料
も
改
定

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
保
険
料
の

額
が
四
月
か
ら
三
千
七
百
七
十
円
に

引
き
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。

国
民
年
金
制
度
を
よ
り
充
実
し
た

も
の
に
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
協
カ

く
だ
さ
い
。

な
お
、
付
加
年
金
の
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
従
来
ど
お
り
月
額
四
百
円

で
す
。

不
申
告
者
に
は
、
町
に
お
い
て
所

得
額
を
決
定
し
た
り
、
ま
た
過
料
に

処
せ
ら
れ
た
り
し
ま
す
の
で
、
申
告

は
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

-
税
務
保
険
課
| 

わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
も
三
・
四
軒

の
給
付
ア
ソ
プ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
お
金
は
、
み
ん
な
が

納
付
す
る
保
険
料
の
桜
立
金
と
、
国

庫
金
な
ど
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て

~\ 

月� 対象地区l時� 宅勤� pJr
日� 

9 :00-10:00 坂本集会所 坂本�  

H10: 30-1 1: 30 坂本事業所�  

12:00- 1 :00 与川内事業所 与川内� 

1 :30-2 :30 勝浦町農協 横瀬�  

3 I3 : 00-4 : 00 中山公会堂 中山

月� 4 :30-5 :30 槻� '!!l公会堂 棚聖T 

沼江28 9 :00-10: 00 石原センタ
石原

今山日 10:30-11:30 生比奈農協 指山十� I目谷
( 

金� 
) 

12:00- 1 :00 老人いこいの家 中角�  

1 :30-2 :30 勝浦会館 黒岩�  

3 :00-4 :00 星谷公会堂 箆谷�  

4 :30-5 :30 生名公会堂 生名�  

※ 久間は役場で行います。

※ 当日会場に来られないかたは，役

場� (校務保険事長)までお越しくださ

1::1 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
4月から国民年金の保険料が改定されます
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西
ド
イ
ツ
編


も
あ
り
、
人
口
も
少
数
の
大
都
市
の

み
に
か
た
よ
っ
て
お
ら
ず
、
全
国
に

平
均
し
て
分
散
し
て
い
る
。

秩
序
を
重
ん
じ
権
威
に
弱
い
国

ド
イ
ツ
と
聞
け
ば
ま
ず
「
強
い
国
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
浮
ぶ
。
現
在
そ

の
イ
メ
ー
ジ
を
打
破
し
、
近
隣
諸
国

か
ら
「
愛
さ
れ
る
国
」
と
な
る
よ
う

必
死
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
様

は
、
日
本
人
に
と

っ
て
も
他
人
事
で

は
な
い
。
ド
イ
ツ
の
強
さ
は
、
周
聞

の
多
く
の
強
い
図
と
の
生
存
競
争
を

通
じ
て
、
も
ま
れ
に
も
ま
れ
、
鍛
え

上
げ
ら
れ
て
き
た
事
実
を
挙
げ
な
け

に
働
き
に
行
け
な
い
と
こ
ろ
で
は
、

視
察

ノ、

っ
て
、
農
業
が
崩
壊
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
を
抱
い
た
が
、
工
業

西ドイツの若者だち� 

と
農
業
が
う
ま
く
調
和
で
き
均
衡
が

保
た
れ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
の
山
村
で
は
、

二
次
産
業

第
二
回
目

前
回
は
、
ス
イ
ス
編
と
し
て
概
要

を
報
告
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
第
二

回
目
と
し
て
西
ド
イ
ツ
編
を
ご
報
告

し
ま
す
。

豊
か
な
森
と
緑
の
圏

西
ド
イ
ツ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ

ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
面
積
は
わ
が

国
の
三
分
の
二
程
度
で
あ
る
。
国
土

の
大
半
は
、
豊
か
な
森
に
額
わ
れ
た

丘
陵
平
野
で
あ
り
、
山
ら
し
い
山
は

な
く
耕
地
面
積
は
、
国
土
の
六
十
訂

以
上
を
占
め
て
い
る
。

中
央
集
権
国
家
の
成
立
が
遅
れ
、

領
邦
分
立
の
時
期
が
長
か
っ
た
関
係

観
光
が
盛
ん
で
あ
る
。
兼
業
化
も
進

ん
で
い
る
が
、
人
口
の
流
出
は
日
本

ほ
ど
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
人
は
非
常

に
郷
土
を
愛
し
、
郷
土
を
離
れ
た
が

ら
な
い
と
い
う
。

家
と
家
畜
重
点
の
山
村
対
策

山
村
対
策
の
主
な
も
の
は
、
道
路
・

家
屋
の
新
改
築
、
畜
産
に
対
す
る
補

助
と
各
種
事
業
に
対
す
る
融
資
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
道

路
が
山
村
振
興
の
出
発
点
で
あ
る
こ

と
に
は
変
わ
り
な
い
。

ま
た
、
家
の
新
改
築
に
対
す
る
補

助
は
、
西
ド
イ
ツ
の
山
村
振
興
策
と

し
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

民
宿
な
ど
を
始
め
る
た
め
の
所
得
向

上
策
で
あ
る
一
方
、
昔
風
の
家
に
し

か
補
助
を
出
き
な
い
の
は
、
品
目
の 
打
点

色
を
そ
の
ま
ま
紺
持
す
る
た
め
の
対


策
で
も
あ
る
。
だ
が
、
国
民
自
体
も


古
い
も
の
を
保
存
し
よ
う
と
す
る
力


強
き
は
、
古
い
自
固
め
文
化
に
対
す


る
自
信
の
表
わ
れ
か
ら
で
あ
る
。


わ
が
国
の
幾
政
は
、
米
価
に
よ
っ

て
所
得
向
上
を
図
っ
た
た
め
、
山
村

農
民
の
受
け
る
恩
恵
は
少
な
い
が
、

欧
州
共
同
体 

は
牛
乳
と
肉

に
最
重
点
を
お
い
た
た
め
、
山
村
の

般
家
は
最
も
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。 

(
E
C
)

U

れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
人
は
秩

序
を
重
ん
じ
権
威
に
弱
い

と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
九

七
三
年
の
石
油
危
機
の
時
、

各
国
の
政
府
は
国
民
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
を
呼
び

か
け
た
が
、
西
ド
イ
ツ
ほ
ど
国
民
が

こ
れ
に
積
極
的
に
反
応
し
、
協
力
し

た
国
は
な
い
と
い
う
。

そ
れ
に
、
こ
の
よ
う
な
は
な
し
が

あ
る
。
西
ド
イ
ツ
で
交
通
違
反
を
犯

し
た
と
す
る
。
す
る
と
響
曲
常
か
ら
は

厳
重
に
注
意
を
受
け
、
制
金
一
が
諜
せ

ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
済
ん
だ

と
思
つ
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
を
見

つ
け
た
一
般
市
民
か
ら
と
こ
と
ん
お

説
教
を
く
う
は
め
に
な
る
。
こ
の
よ

う
に
、
西
ド
イ
ツ
の
国
民
は
、
秋
序

を
重
ん
じ
事
の
よ
し
あ
し
を
他
人
事

と
思
わ
な
い
で
、
自
分
た
ち
の
事
と

し
て
受
け
止
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

衡
の
清
潔
さ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一

ド
イ
ツ
人
は
、
き
ち
ょ
う
め
ん
、

清
潔
さ
で
そ
の
占
、
日
本
人
に
よ
く
似

て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
ホ
テ
ル
に

一

泊
す
る
だ
け
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
き
ち

ょ
う
め
ん
さ
寝
具
の
清
淑
さ
に
感
銘

を
受
け
る
。
外
人
労
働
者
が
入
っ
て

き
て
以
来
ダ
メ
に
な
っ
た
と
い
う
説

も
あ
る
が
、
街
の
清
潔
さ
に
か
け
て

は
い
ま
だ
に
他
の
追
随
を
許
さ
な
い

も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
放
送
は
い
ず
れ
も

カ
ラ
放
送
で
あ
る
が
、
三
チ
ャ
ン

ネ
ル
し
か
な
い
。
毎
日
夕
方
か
ら
午

前
零
時
ま
で
の
放
送
で
あ
る
。
ド
イ

ツ
国
民
は
あ
ま
り
テ
レ
ビ
を
見
な
い

と
い
、
っ
。

農
村
の
兼
業
化
と
人
口
流
出

工
業
立
地
は
、
都
市
ば
か
り
で
な

く
地
方
に
も
う
ま
く
分
散
し
、
道
路

の
整
備
も
十
分
な
さ
れ
て
い
る
。
通

勤
範
囲
は
五
十
川日
以
内
。
都
市
と
農

村
の
生
活
程
度
は
あ
ま
り
か
わ
ら
な

い
と
い
う
。

わ
れ
わ
れ
は
、

工
業
の
発
展
に
よ 

MUS04
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MUS04
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果
で
あ
ろ
う
と
考
、
え
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

か
ら
だ
の
カ
を
発
揮
し
な
い
で
す

ん
で
い
る
便
利
さ
が
、
い
わ
ゆ
る
成

人
病
な
ど
を
は
び
こ
ら
せ
る
原
因
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
い
う
こ
と
か
ら
も
、
体
力
づ

く
り
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
な
の
で

す
。
�
 

，

P
+
6

d
F

1

1

 

〈〈士必日
/¥/内、

課場と

※ 

生
徒
の
募
集

こ
の
教
室
に
は
、
い
つ
で
も
入

れ
ま
す
の
で
、
参
望
さ
れ
る
か
た

は
、
川
備
で

さ
ば
き
畿

・
溜
字
紙
を

ご
持
参
の
?
え
お
気
蜂
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
�
 

..... 面墨田

さ窃始めよう「体力づくり� J
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き
〉一二
月
十
七
日
間

二
十
五
日
�
 ω
�
 

+
斗
ラ

ち

ン

で

。


な
り
ま
せ
ん
が
、
あ
ま
り
大
げ
さ
に

考
え
て
結
局
な
ん
に
も
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
、
�
 7
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
は
、
運
動

不
足
に
よ
る
い
ろ
い
ろ
な
身
体
的
症

せ
ん
。

足
パ

片

の

?

同
時
だ
か

閉
句
す

①
か
ま

状
を
か
か
え
て
い
ま
す
。

墨

給

教

室

さ
い
。
今
年
度
最
後
の
会
と
な
り

午
後
七
時
か
ら
九
時
ま

ま
す
の
で
、
お
友
達
お
さ
そ
い
あ

わ
せ
の
?
ぇ
、
多
数
ご
出
席
く
だ

〈
と
こ
ろ
〉
福
祉
セ
ン
タ
ー

さ
い
。

(
図
書
室
)
 

の
?

。

せ
か
で

伏
す
垂

て
ま
懸

立
さ
の

腕
て
き

②
回
つ

問
て

秒
保

ぬ
が

て
ス

り
や
体
力
づ
く
り
を
考
え
な
け
れ
ば

康
を
維
持
す
る
た
め
に
、
健
康
づ
く

蚤
性

懸
女

わ
た
し
た
ち
は
、
日
ご
ろ
か
ら
健

※
謀
題
は
、
当
日
徒
出
し
て
く
だ

一
月
二
十
九
日
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
三

階
で
第
一
回
町
民

健
康
づ
く
り
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
健
康
づ
く

り
大
会
は
、
町
と

農
協
が
共
催
し
て
、

健
康
と
は
何
か
を

も
う

一
度
考
え
直

し
、
健
康
増
進
に

役
だ

っ
て
も
ら
お

う
と
今
年
初
め
て

開
い
た
も
の
で
、

だ
れ
も
が
簡
単
に

受
け
ら
れ
る
体
力

測
定
や
健
康
相
談

に
、
約
三
百
五
十

人
の
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

「雲

雀」

「遍

路

」

ω膝

時
〉
三
月
九
日
出

勝
浦
郡
の
出
身
者
が
結
成
し

午
後

一
時

て
い
る
「
勝
浦
郡
出
身
者
会
」

所
〉
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
か
た
が
た
で
す
。

題
〉
「
木
の
芽
」

-


家


‘¥ィ
へ
恥
畑
山
�
 

課
題
〉

「春
の
草
」
一
一
首

〈
自
由
題
〉

三

首

〈
締
切
り
〉

一一一
月
二
十
日

〈
提
出
先
〉
町
教
育
委
員
会

※
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

例
会
日
時
〉
三
月
二
十
九
日
出

♂切らヰピ心lB1I

11ふる5iV99dl・
 
持ιー以旦里


f
l
l
L

l
μh

i
l
l
d

l
i

l
f

JV
が
を

先
動
。

指
反
ん

品

川
村

一
一
�
 

曲
す
け

ノ
�
 

叫

れ
�
 多

』
ま
い
�
 

川
町、

だ
き
は

勺
っ
て

③
床
つ

俳

句

会

手
軽
に
で
き
る

ト
リ
ム
テ
ス
ト

所
〉
住
民
福
祉
セ

ン
タ
ー

午
後

一
時

圧
、
動
脈
硬
化
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
と
い

っ
た
循
環
器
系
の
病
気
、
糖

尿
病
や
胃
腸
の
病
気
、
そ
の
他
肩
が

こ
る
と
か
腰
が
痛
い
と
い

っ
た
い
ろ

ん
な
症
状
で
す
。

そ
し
て
、
こ

の
よ
う
な
病
気
の
多

く
の
原
因
は
、
現
代
の
文
明
の
進
展

に
と
も
な

っ
て
、
わ
た
し
た
ち
が
労

力
を
発
揮
し
な
い
で
、
楽
に
仕
事
ゃ

く
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
結

そ
れ
ら
は
、
肥
満
を
は
じ
め
高
血

町
民
健
康
づ
く
り

大
会
に
三
百
五
十
人

，ー『、

，、¥

g常� 0.11

三
月
例
会
作
毘
の
募
集

三
月
例
会
の
作
品
を
、
次
に
よ
り

募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
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先
月
に
引
き
続
き
、

部
落
差
別
を
な
く
す

た
め
に
ど
の
よ
う
な

運
動
が
あ
る
か
を
掲

載
し
ま
す
。

。

。


，. 
一
九
一
八
年
に
発

生
し
だ
米
騒
動
力
ら
、

同
和
問
題
ガ
重
大
な

社
会
問
題
と
し
て
認

識
さ
れ
は
じ
め
、
同

和
地
区
の
人
た
ち
ガ

み
ず
か
ら
の
力
で
解

放
を
勝
ち
と
ら
な
け

れ
ば
と
い
う
自
覚
を

持
ち
、
団
結
の
必
要

を
知
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
こ
の

よ
う
な
自
覚
を
背
景
に
水
平
社
運
動

ガ
起
っ
て
き
た
。

一
九
二
二
年
(
大
正
十
一
年
)
三

月
三
目
、
京
都
の
岡
崎
公
会
堂
に
、

全
国
か
ら
集
ま

っ
た
こ
千
人
の
人
た

ち
に
よ
っ
て
、
全
国
水
平
社
は
創
立

さ
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
大
会
で
は
、

人
権
宣
言
と
も
い
う
べ
き
水
平
社
創

立
宣
言
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
ま
ず
、
全
国
に
散
在
す
る
地

区
の
人
び
と
が
団
結
し
な
け
れ
ば
な

差
別
を
な
く
す
た
め
に

ど
の
よ
う
な
運
動
が
あ
る
の
か


ら
な
い
こ
と
を
強
く
訴
え
、
最
後
を

「人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光
あ

れ
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
時
か

ら
解
放
運
動
は
、
全
国
に
広
が
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。

水
平
社
は
、
部
落
大
衆
の
生
活
を

守
っ
て
政
治
運
動
、
労
働
運
動
、
農

民
運
動
な
ど
の
彩
響
を
受
け
、
一
九

三
三
年 

(昭
和
八
年 
)
部
落
委
員
会

活
動
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

し
か
し
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る

と
、
全
国
水
平
社
の
運
動
は
弾
圧
さ

れ
、
戦
争
協
力
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。同

和
対
策
も
、
戦
争
政
策
の
犠
牲

と
さ
れ
、
融
和
運
動
も
国
家
主
義
の

色
合
い
を
濃
く
し
て
、
戦
争

へ
の
協

力
の
道
を
歩
ん
で
い
っ
た
の
で
す
。

戦
後
は
、

一
九
四
六
年
(
昭
和
二

十
一
年
)
二
月
に
、
同
和
地
区
住
民

を
中
心
に
「部
落
解
放
全
国
委
員
会
」 

(
の
ち
に
部
落
解
放
同
現
と
改
称
)
が

結
成
さ
れ
、
自
主
的
な
解
放
運
動
が

一得
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
の
部
落

解
放
運
動
は
、
水
平
社
運
動
の
伝
統

を
受
け
継
ぎ
、
そ
の
経
験
と
理
論
の

上
に
立

っ
て
発
展
し
て
き
た
の
で
す
。

そ
れ
は
、
従
来
、
水
平
社
が
行

っ

て
き
た
差
別
意
識
に
対
す
る
糾
弾
闘

争
か
ら
一
歩
す
す
め
て
、

差
別
の
実

態
が
い
ま
だ
に
存
在
し
て
い
る
こ
と

は
、
行
政
に
資
任
が
あ
る
と
し
て
、

政
府
や
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
部

落
解
放
の
た
め
の
行
政
施
策
を
要
求

す
る
運
動
と
と
も
に
、
国
民
の
協
力

の
資
務
に
つ
い
て
、
啓
発
活
動
を
徹

底
す
る
よ
う
要
求
を
行

っ
て

い
る
の

で
す
。

そ
の
後
、

一
九
六 

年 

(昭
和
三

十
五
年
)
に
は
、
「
全
日
本
同
和
会
」

が
、
ま
た
一
九
七
六
年
(
昭
和
五
十

一
年
)
に
は
、

「
全
国
部
落
解
放
運
動

連
合
会
」
が
そ
れ
ぞ
れ
結
成
き
れ
て
、

現
在
全
国
的
な
運
動
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

差
別
の
な
い
社
会

明
る
い
明
日
の
た
め
に

O

富島信一

朝
仕
事
に
行
く
途
中
、
保
育
所
や

幼
稚
園
に
通

っ
て

い
る
園
児
た
ち
を

見
か
け
ま
す
。
み
ん
な
で
仲
よ
く
男

女
の
区
別
も
な
し
に
楽
し
そ
う
に
し

ゃ
べ
り
な
が
ら
、
手
を
つ
な
い
で
保 

8 5 
日日
仕)附

生
花
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会
定

例
会

囲
碁

・
将
棋
教
室 

手
宮
口
敏
室
の
講
智
会

育
所
や
幼
稚
園
へ
通
っ
て
い
る
純
粋

な
子
供
た
ち
の
姿
を
見
て
い
る
と
、

い
つ
ご
ろ
か
ら
こ
の
子
た
ち
が

砂部

落 

と
い
う
も
の
を
意
識
し
始
め
る

の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
子
供
た
ち
が
大
人
に
な

っ
て


社
会

へ
出
て
も
、
ま
だ
部
落
差
別
と


い
う
も
の
が
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う


か
。
学
校
で
正
し
い
同
和
教
育
を
受


け
、
ま
た
、
家
庭
で
も
正
し
く
同
和


H
問
題
を
教
え
て
も
部
落
差
別
が
な
く

"
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
を
感
じ
ま

す
。

叩
日
間
着
付
教
室

ロ
日
附
手
芸
教
室

日

日

出

さ

っ
き
講
習
会 

習
字
教
室

初

日

制

生

花
教
室

(
玉
の
木
、
五
十
回
公
会
堂 
)

辺
日
出
閉
碁

・
将
棋
教
室

初
日
制
手
芸
教
室

(
玉
の
木
、
五
十
回
公
会
堂 
)

却
日
出
習
字
教
室

各
教
室
と
も
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
講
習
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

こ
の
子
供
た
ち
の
明
る
い
未
来
の


た
め
に
も
わ
た
し
た
ち
の
勝
浦
同
和


問
題
研
究
会
は
先
頭
に
立

っ
て
や
っ


て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が


た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に


も
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
も
っ
と
も


っ
と
勉
強
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら


な
い
し
、
こ

の
間
題
を
一
つ
で
も
こ


つ
で
も
解
決
し
て
い
く
た
め
に
も


み
な
さ
ん
の一

人
ひ
と
り
の
協
力
が


必
要
で
す
。


そ
し
て
、
そ
れ
が
差
別
の
な
い
明


る
い
社
会
、
明
る
い
明
日

へ
の
発
展


に
つ
な
が
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。


H

¥、J
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。ホ
リ
テ
ー
プ
は

腹
接
ぎ
に
効
果
的

わ
た
し
は
、
五
十
三
年
と
五
十
四

l

年
に
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
テ 

プ
に
よ
る

高
接
ぎ
の
実
験
を
し
て
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
町
内
で
高

接
ぎ
に
よ
る
系
統
更
新
を
さ
れ
て
い

る
か
た
が
た
に
、
ぜ
ひ
こ
の
方
法
を

お
す
す
め
し
た
い
の
で
す
。

こ
こ
で
お
す
す
め
す
る
の
は
、
切

接
ぎ
で
な
く
腹
楼
ぎ
に
応
用
す
る
も

の
で
す
。
腹
接
ぎ
は
、
ご
承
知
の
と

お
り
簡
単
で
だ
れ
に
で
も
で
き
る
し

活
着
率
も
よ
い
の
で
す
が
、
活
着
後

の
芽
出
し
に
だ
れ
し
も
失
敗
し
た
体

験
を
お
持
ち
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

芽
出
し
が
早
過
ぎ
る
と
乾
燥
し
て
後

が
伸
び
な
い
し
、
遅
れ
て
高
温
に
で

も
あ
う
と
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
の
中
で

む
れ
て
、
あ
わ
て
て
切
り
出
す
と
き

に
は
既
に
遅
く
、
葉
が
ポ
ロ
ポ
ロ
と

落
ち
て
せ

っ
か
く
の
春
芽
が
だ
い
な

し
に
な
り
、
夏
芽
の
出
る
の
を
待
た

ね
ば
な
ら
ぬ
結
果
と
な
っ
て
、
落
胆

し
た
経
験
も
お
持
ち
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。こ

の
腹
接
ぎ
を
ポ
リ
テ 

プ
で
し

l

ま
す
と
、
ほ
う
芽
の
さ
い
に
ポ
リ
テ

ー
プ
を
芽
が
突
き
破

っ
て
自
然
に
力

強
い
芽
が
出
て
き
ま
す
の
で
、
芽
出

し
を
し
て
や
る
必
要
は
な
く
、
芽
出

し
の
早
過
ぎ
、
遅
過
ぎ
の
失
敗
も
あ

り
ま
せ
ん
し
、
活
着
や
芽
の
伸
長
も

従
来
の
ビ
ニ

ー
ル
テ
|
プ
以
上
で
す
。

実
施
と
注
意
事
項

鯨
木
の
準
備

さ
し
穂
の
芽
は

一

芽
と
し
ま
す
。
そ

し
て
、

必
ず
芽
を

真
上
に
し
て
穂
木

を
削
る
こ
と
が
第

一
の
条
件
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、

太
い
ま
っ
す
ぐ
な

穂
木
が
良
い
わ
け

で
、
紙
巻
タ
バ
コ

か
鉛
筆
ぐ
ら
い
の

て
切
れ
や
す
く
、
巻
き
に
く
い
欠
点

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ム
ハ
木
の
さ
し
込

み
部 

(椋
木
の
芽
の
下
ま
で 
)
は
別

に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で
巻
き
し
め
て
、

芽
か
ら
上
を
ポ
リ
テ 

プ
で
雨
が
入

l

ら
な
い
よ
う
に
二
度
巻
く
方
法
も
あ

り
ま
す
。

な
お
、
切
接
ぎ
の
さ
い
に
も
椋
木

図
書
館
だ
よ
り


新
刊
の
こ
案
内


別
年
代
男
は
ど
う
生
き
る
か

特
別
攻
繋
隊
、
日
本
の
戦
史

雑
草
群
落
②
⑦

あ
や
う
し
?
ガ
|
ク
探
偵
団

心
で
病
気
を
治
す
事
典

女
神
伝
説

比

叡
日
曜
日
の
白
い
雲
@
⑦

子
供
に
す
る
三
分
間
説
教

日
本
発
見 

(第
七
巻
ま
で 
)

※
貸
出
し
期
間
(
一
週
間
)
を
守

り
、
多
数
の
か
だ
が
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

|企|木 

I Iの~~穂

捌削
幽り

横正 方
か面�  
Lっ� h、
見勺
る見

る

太
き
が
一
番
理
想
的
で
す
。

ポ
リ
テ
|
プ
の
巻
き
方
従
来
の

ビ
ニ

ー
ル
テ
ー
プ
と
同
じ
で
す
が
、

芽
の
上
は
ポ
リ
テ
l
プ
を
一
枚
に
し

を
こ
の
要
領
で
ポ
リ
テ 

プ
で
巻
い

l

て
や
る
と
、
腹
接
ぎ
同
様
の
効
果
が

ま
す
か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

得
ら
れ
ま
す
。

て
や
る
こ
と
が
第
二
の
条
件
で
す
。

二
枚
以
上
巻
き
ま
す
と
、
芽
の
カ
で

は
、
ポ
リ
が
破
れ
な
い
場
合
が
あ
り

骨)〉!

芸

以
上
の
二
点
を
市
す
る
と
、
そ
の
ほ

か
は
ビ
ニ
ー
ル
テ 

プ
の
方
法
と
同

l

じ
で
す
。

そ
の
他
の
注
意
点
:
ポ
リ
テ 

プ
l

0
・
0
一ニ
ミリ
を
使
い
ま
す
。
ビ

は、ニ
ー
ル
テ
ー
プ
に
比
べ
る
と
、
弱
く

果
樹

作男
 
f業い

を

れ
て
き
そ
う
で
す
。

語道
姿の
宝新� 
T 設

勝
浦
町
の
基
幹
作
物
で
あ
る
ミ
カ

ン
は
、
現
在
大
き
く
体
質
改
善
を
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
幾
業
の
成
長
作
物
と
し
て

拡
大
の
進
ん
だ
う
ん
し
ゅ
う
ミ
カ
ン

は
、
生
産
過
剰
に
伴
う
暴
落
で
生
産

者
の
一 

J
当
た
り
の
手
取
り
は
、
生

産
費
を
完
全
に
割
っ
た
状
態
で
す
。

た
と
え
将
来
生
産
調
整
が
進
ん
で
需

要
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
た
と
し
て

も
、
味
を
中
心
と
し
た
品
質
の
較
差

は
価
格
差
と
し
て
、
高
品
質

・
高
価

格
の
状
態
が
今
以
上
に
顕
著
に
現
わ

体
質
改
善
の
+
刀
法
と
し
て
は
、
品

種
の
更
新
が
決
め
手
で
あ
り
、
そ
の

不
用
犬
買
い
上
げ
日

た
め
に
は
牒
道
、
作
業
道
の
盤
備
が

急
務
で
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、

三
か
年
計
画
で
簡
易
な

土
地
基
盤
の
整
備
を
す
る
た
め
の
実

施
案
を
計
画
中
で
あ
り
、
現
在
産
業

譲
で
申
込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す
か

ら
、
希
望
さ
れ
る
か
た
や
詳
細
に
つ

い
て
知
り
た
い
か
た
は
、
早
め
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

ーとf-5

ζ1、

ー飼し冶犬は必ず

つないで下さい一� 

3月� 5 日(水) 

3 月 26 日 ~k)
 
fA.100円

成犬 300円� 

小犬

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ポリテープは腹接ぎに効果的

MUS04
テキストボックス
果樹園に作業道の新設を

MUS04
テキストボックス
図書館だより
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農


み

か

ん

作


護
枝
・
せ
ん
て
い

ほ
と
ん
ど
の
図
で
、
今
年
は
不
作

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

本
年
は
で
き
る
だ
け
果
実
が
成
る
よ

う
な
盤
枝

・
せ
ん
て
い
が
大
事
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
あ

ま
り
「
果
実
の
な
り
」
に
重
点
を
お

き
ま
す
と
「
木
を
低
く
し
、
作
業
を

し
や
す
く
す
る
」
と
い
う
大
き
な
目

標
の
達
成
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

は
池
上
二
・
五

μ
ま
で
と
し
ま
す
が
、

大
木
の
場
合
は
、
と
り
あ
、
え
ず
三

・五 

μ
ま
で
下
げ
て
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
に
比
較
的
整
枝
の
で
き
て

い
る
園
の
場
合

樹
勢
を
保
つ
だ
け
の
立
ち
校
(
主

校
)
を
残
し
、
あ
と
は
で
き
る
限
り

V V検
校
の
充
実
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
 

ほ
と
ん
ど
勢
定
の
仕
上

っ
て
い
る


樹
の
場
合


今
年
は
軽
い
間
引
き
と
し
、
果
実


を
多
く
と
る
よ
う
努
力
し
て
く
だ
さ

春
肥
の
施
伺

V V

肥料成分

チ ッ ソ� 10 kg 

早 生 園

みかん園の種類� |施肥時期

リンサン� 8 kg 

カ� 6 kg 

チ ソ ソ �  7 kg 

普通うんしゅう園

上旬

リンサン� 5 kg 
カ� 5.7kg 

下旬

早生にかんさつ� l号=3袋

今
回
は
、
木
を
低
く
し
作
業
能
率

普通うんしゅう図にかつらみかん配合� =3.5袋

向
上
と
将
来
の
反
収
向
上
を
中
心
と

し
た
説
明
を
し
ま
す
。

密
植
園
の
場
合

一
樹
づ
つ
の
整
校
・

せ
ん
て
い
は

と
り
あ
え
ず
中
止
し
、
間
伐
を
一
番

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
間
伐
を
す
る

木
は
、
秋
の
み
か
ん
収
穫
時
に
カ
ゴ

を
持
っ
て
楽
な
姿
勢
で
周
囲
が
歩
け

る
程
度
と
し
て
く
だ
さ
い
。 

大
木
の
場
合

一
時
的
に
減
収
や
品
質
の
低
下
、

徒
長
校
の
発
生
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
を
犠
牲
に
し
て
で
も
高
い
枚
を

切
り
下
げ
て
く
だ
さ
い
。
最
終
的
に

、、

。

改

億

下
旬
か
ら
四
月
上
旬
に
か
け
て
は
、

苗
木
の
新
槌
適
期
で
す
。
老
木
や
不

良
系
統
の
伐
採
と
定
植
用
の
植
穴
準

備
を
早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

系
統
更
新
の
接
木

下
旬
か
ら
四
月
中
旬
ま
で
が
適
期

で
す
。
椋
木
は
、
よ
く
充
実
し
系
統

の
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
を
早
め

に
入
手
し
、
で
き
る
だ
け
単
い
時
期

に
接
ぐ
の
が
後
の
生
育
も
よ
い
よ
う

で
す
。ハ

ウ
ス
イ
チ
ゴ

外
気
慌
の
上
昇
に
伴
い
、
徐
々
に

換
気
を
多
く
し
て
、
ハ
ウ
ス
内
の
温

度
を
二
十
五
度
程
度
と
し
ま
す
。
生

育
も
し
だ
い
に
お
う
盛
に
な
り
ま
す

か
ら
、
施
肥
量
を
少
し
づ
っ
増
や
し
、

か
ん
水
も
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

業
が
こ
み
あ
っ
て
く
る
と
、
ち
ょ

五
r

M

か
ら
二
十
二

水
田
利
用

再
編
対
策
に

ご
協
力
を
/

す
で
に
新
聞
な
ど
で
ご
存
じ
の
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
米
の
過
剰
に
伴

い
、
他
の
作
物
へ
の
転
作
に
ご
協
力

に
増
加
さ
れ
、

h
t
M

ま
た
、
政
府
買
い
上
げ
米
の
割
り
当

て
は
七
万
八
千
四
百
五
十
鈴
か
ら
七

万
六
千
二
百
九
十
鈴
に
減
少
さ
れ
、

ど
う
し
て
も
転
作
に
い
っ
そ
う
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
んな

お
、
自
分
で
転
作
出
来
な
い
か

た
は
、
水
田
碩
託 

(奨
励
補
助
金
が

出
ま
す
)
の
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で

役
場
産
業
課
ま
で
、
ご
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

し
て
い
た
だ
く
政
策
が
と
ら
れ
て
い

ま
す
。

町
で
も
、
昭
和
五
十
五
年
度
に
は

転
作
面
積
の
割
り
当
て
を
昨
年
の
十

っ
と
の
ゆ
だ
ん
で
、
う
ど
ん
こ
病
や

タ
ニ
が
多
発
し
ま
す
。
予
防
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

ハ
ウ
ス
内
の
株
を
来
年
の
親
株
と

し
て
使
う
場
合
、
中
旬
以
降
の
花
は

全
部
摘
み
と
り
ま
す
。

い
ち
ご
の
日
持
ち
を
よ
く
す
る
た

め
、
し
だ
い
に
若
取
り
し
ま
す
。
出

荷
規
絡
を
守
っ
て
収
機
し
て
く
だ
さ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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あ
り
が
と
う

こ
ざ
い
ま
し
た

争
香
典
返
し
に
か
え
て

崎
山
彰
一
さ
ん
(
横

坂
井
フ
サ
エ
さ
ん
(
沼

中

瀬

博

文

さ

ん 
(横

稲

岡

治

さ

ん

(星

中

井

修

さ

ん

(

沼

沢
井
元
一
さ
ん
(
横

平
岡
恒
雄
さ
ん
(
坂

・
退
院
祝
に
か
え
て

小

西

幸

男

さ

ん 
(棚

原
因
喜
八
郎
さ
ん
(
捌

・
そ
の
他

高

岡

貞

子

さ

ん

(

久

国

)

泉

原

熊

夫

さ

ん

(

横

瀬

)

平

其

太

郎
さ
ん

(
棚
野
)

長

田

慾

明

さ

ん

(

横

瀬

)

幸
野

照
子
さ
ん
(
徳
島
市
)

ま
た
、
二
十
余
年
に
わ
た
る
勝
浦

町
農
業
法
人
協
議
会
か
、
昨
今
の
諸

事
情
に
よ
り
、
大
谷
重
雄
会
長
、
米

沢
豊
幸
副
会
長
、
溝
上
次
郎
会
計
の

三
氏
の
協
議
に
よ
り
、
解
散
す
る
こ

と
と
な
り
、
そ
の
残
余
金
四
万
六
千

五
百
三
十
二
円
か
町
議
同
意
銀
行
に
似

制
を
泣
す
晩
鏡
の
空

坂

本

谷

富

士

日
だ
ま
り
に
父
母
の
墓
あ
り
海
見
ゆ

る
丘
は
展
け
て
桜
つ
ぼ
み
ぬ

与
川
内

新

居

義

子 聖す

青
春
が
も
っ
風
貌
も
老
化
し
て
お
き

な
お
み
な
と
共
に
息
づ
く

与
川
内

水

口

湖

舟

電
話
帳
己
れ
と
同
じ
名
を
見
た
り
い

か
に
浮
世
を
渡
る
人
か
も

坂

本

吉

田

邦

忠

時
れ
や
か
に
産
着
か
け
ゆ
く
参
道
に

孫
の
鼓
動
の
確
か
さ
伝
わ
る

横

瀬

中

国

ヤ

ス

ヱ

蜜
柑
山
を
日
暮
れ
て
降
る
ま
な
か
ひ

の
街
の
灯
り
は
動
き
て
見
ゆ
る

横

瀬

比

留

間

一

モ
ノ
レ
ー
ル
の
悲
鳴
の
如
き
音
き
き

っ
宿
命
と
し
て
蛍
柑
採
り
た
り

体

制

瀬

谷

忽

山

〈短歌〉 

lI!J- 本 i頼 江 谷  i頼江瀬

託
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
会
員
各
位
に
は
こ
れ
を
も

っ
て
報
告
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

以
上
が
、
町
普
立
銀
行
に
寄
せ
ら

れ
た
も
の
で
す
。
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

吾
が
他
え
て
五
年
探
り
な
る
山
茶
花

の
紅
き
が
咲
き
し
口
寄
せ
て
見
る

中

山

菜

城

絹

旧
正
の
近
ず
く
朝
に
校
選
り
て
つ
ぼ

み
ふ
く
ら
む
梅
を
鈎
り
た
る

中

山

構

内

喜

美

代

陽
の
差
さ
ぬ
庭
に
咲
き
た
る
山
茶
花

の
淡
き
花
ヒ
ラ
に
銭
の
光
り
て

立

川

前

田

チ

エ

子

大
豆
煮
て
味
噌
を
手
造
る
厨
辺
に
祖

母
と
笑
え
る
峠
怖
の
声
一
す
る

立

川

堀

修

子

厄
坂
を
登
り
て
詣
ず
薬
師
寺
の
慈
顔

に
み
ち
し
石
仏
た
ち

棚

野

太

田

正

平

日
た
ま
り
に
手
の
裏
返
し
返
し
見
る

乏
い
来
た
る
母
の
歴
史
を
貼
く

州
側
野

平
岡
ト
ク
ヱ

静
ま
り
し
厳
に
枯
れ
葉
の
落
ち
る
音

寄
蹴
を
信
じ
お
百
度
を
ふ
む 

た
り
ち
ぢ
め
た
り
し
て

沼

江

中

国

静

笑

つ
ぎ
つ
ぎ
と
退
院
す
る
を
見
送
り
て

古
参
と
な
り
し
是
を
塩
川
で
い
る

沼

江

斉

藤

重

子

お
礼
肥
撒
く
山
畑
の
陽
の
窪
に
一
と

も
と
淡
さ
冬
す
み
れ
咲
く

沼

江

大

阿

梅

子

渇
き
た
る
心
う
る
お
す
白
梅
の
薫
り

漂
う
余
光
の
中
に

横

瀬	

稼
勢

広
夫

出
一
詠
は
岳
月
七
日
ま
で
に

三
句
ハ
ガ
キ
で

送
り
先
勝
浦
町
三
渓

開
時
閣
背
広
夫
さ
ん
(
醤
景
)
ぎ
で

町
内
在
住
の
か
乏
に
限
り
ま
す
。

次
回
は
川
柳
、
そ
の
次
は
俳
句
と
交
代

に
の
せ
ぎ
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
句
く
だ

さ
い。

中生横星沼沼中坂 星生久横
山 名 瀬 谷 江 江 山 本 谷 名 園 瀬

-v



春
浅
き
水
田
に
漁
る
鷺
一
羽
首
伸
し
一

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

一

お
誕
生
お
め
で
と
う

佳

木

茂

小
原
開
明

米
滋
得
夫

桑
村
好
男

松
浦
幸
司

羽
瀬
仁
司

若
木
一
+
大

中
村
孝
太
郎

脇
聞
慎
一

西

文

明

戸
川
幹
鎌

倉

橋

切

長三長 長長長長長長長 二長

J

ご
結
婚
お
め
で
と
う

「
中
角 

久

米

隆

和

徳
島
市

山

下

美

穂

ヘ

坂

本 

上
崎
伸
一
郎

阿
南
市

宮
繁
幸
市
中

「与
川
内

泉

原

徹

/
生
名

平

井

孝

子

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

-v
f f

与 y召坂沼中黒棚  

3月定例人権・行政 
l山配ごと合同相談

※ 日時 	  3月 フ日〈金〉

午前10時一午後3時

※場所 住民福祉センタ

習
字
学
級

JII 
内江本江角岩野

北
島
役
蔵
(
的
歳
)

岸
阿
博
美
(
日
歳
)

赤
川
畠
夫
(
臼
歳
)

古
山
フ
ク
ヱ 

(η
歳
)

平
岡
文
一
(
的
歳
)

中

村

監 

(
引
歳
)

勢
田
和
代
(
品
歳
)

~\ 

男 女 男 男 男 男 女 女 男 男 女 女

久
美
子

由
起
子

稔

浩

敏

弘

久
美
子

悦

子
紘

明
永

志
征

幸
伯

晃

明

子

芳

史

三
同
十
日
間

三
同
十
九
日
附 

午
後
七
時
か
ら

午
後
七
時
か
ら
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昭和55年 3月l日� 

|乳児健康診断|

日� 時 3月 7日幽

午後�  1時30分� -3時

場所 勝浦病院

該当者 長〈健康診断を受けて

いない子。

母子手帳をご持参くださし、。

幼児ツベルクリン反応

書
明
弘
電
電


* 
* 

ヲ除

ヲ除た子。

関
心
で
必
要
な
処
訟
を
怠
っ
て
い
ま

す
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
っ
ち
に
精

力
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ふ

だ
ん
か
ら
耳
の
病
気
の
早
期

治
療
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
お
年
寄
り
の
か
た
で
司
の

速
く
な

っ
た
人
は
、
補
問
叫
山
布
を
使
、
っ

と
精
神
的
に
も
か
え

っ
て
く
つ
ろ
げ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

みみ�  

3月313の時 3月10日(}'日	 j)

午後�  l時30分一�  31時

場所 福祉センター

該当者� 昭和53年� l月� 1日から� 

12月31日までに生まれ

。3月12日制午後� l時30分 か

一交通傷害 保険 *ら3時まで、福祉センターでツ

へルクリン判定と陰性者に対し、

-
保
険
期
間

-

保

険

料BCG按稜を行います。� 家族ぐるみで突通事故に備えましょう * 
※ 母子手帳・印鑑を持ってき 持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

四
月
一
日
か
ら
一
年

間
。

一
人
四
百
八
十
円
。

ヲ除
てくださし、。

|乳児健康診断|

，々

ヲ骨� 

日 時 3月21日幽

* 
午後�  l時30分-31時

場所 勝浦病院

該当者 昭和54年 10月 1Bから

昭和55年� 1月31日まで

に生まれた子。

※母子手帳をご持参ください。

* 


百日咳・ジフテリア・破傷風
三種混合予防接種

，々

，々

休平

日 時 3月27日 付骨 日日

午後 1時30分-3時

場所 福祉センター

該当者 個人あてに通知します。� 

※ 	 印鑑 ・母子手帳をご持参く

だきし、。

有子賢い


島
明
弘
電
電


午
後
七
時
か
ら
翌
日
午
前
九
時

午
後
六
時
か
ら
翌
日
午
前
九
時

3 
月� 

@ 28 26 24 22 @ 14 12 10 8 16 4 ②18 ⑬ 
日日 日日 日日 日日 日日 日日 日日 日

勝� 勝 勝 山 勝ィ易I易 勝 勝山上 赤上 上 上
勝 非11

勝� 勝石山浦� 第� iin西 ;究 第I莞 浦 ifli i 吊i西� ifli 
奇会 珍

1丙.、Z開会 丞~病 病 医 病医� 医 f丙 病医 医
療 療

f院 療

院
 ~厄F 戸片院 所 院 JiJトF完院� 院 院� 所F克 院 院

夜
間
毅
急
当
番
表

三
月
の
健
康
メ
モ

耳
を
大
切
に

三
月
三
日
は
ミ
ミ
の
目
、
つ
ま
り

「耳
の
日
」
で
す
。

こ
の
日
は

「
ば

を
大
切
に
し
よ
う
」「
耳
の
惑
い
人
び

と
を
理
解
し
よ
う
」
と

い
う
日
と
し

て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

と
き
ど
き
、
ど
こ
も
懇
く
な
い
の

に
耳
が
聞
こ
え
に
く
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

こ
う
い

っ
た
と
き
に
は
、

耳
ア
カ
の
原
因
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
竪
く
な

っ
た
耳
ア
カ
を

急
に
と
る
と
耳
に
傷
を
つ
け
、
そ
こ

か
ら
パ
イ
菌
が
は
い

っ
て
外
耳
炎
の

原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

健
康
な
人
で
も
、
耳
の
隊
害
に
無

交
通
の
発
達
に

伴
い
、
交
通
事
故

は
他
人
ご
と
で
な

く
な
り
ま
し
た
。

万

一
の
事
故
に
備

え
、
家
族
そ
ろ
っ

て
加
入
し
ま
し
ょ

、円ノ。-
申
込
窓
口

役

場
住
民
福
祉
課

-
申
込
受
付

三

月
三
十
一
日
ま
で
。

・

申

込

書

別

紙
折
込
用
紙
。
申

込
書
を
切
り
取
り
、

記
入
押
印
の
う
え

た
だ
し
、
四
月
一
日

現
在
、
保
育
所
の
幼

児

・
幼
稚
園
児
・
小

中
学
生
に
つ
い
て
は
、

半
額
町
が
負
担
し
ま

す
か
ら
一
人
二
百
四

十
円
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
(
一
人

二
口
ま
で
加
入
で
き

ま
す
が
、
町
が
半
額

負
担
す
る
の
は
一
口

分
で
す
。)

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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